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１．２０１６年度編集委員会事業報告

�　「近畿大学法学」の発行

・第６４巻第１号（２０１６年７月）

・第６４巻第２号（２０１６年１１月）

・第６４巻第３・４号（２０１７年３月）

�　学術講演会の開催（所属・職位は講演当時のもの）

・春期学術講演会（２０１６年６月２７日）

「『少年院の今』～非行少年の立ち直りを支える～」

講師：大河内徹（浪速少年院院長）

　　　市村亘孝（浪速少年院専門官）

・秋期学術講演会（２０１６年１１月９日）

「認知症高齢化社会を考える」

講師：木村裕一（近畿大学生物理工学部教授）

　　　花田一志（近畿大学医学部講師）

　　　西内祐介（近畿大学法学部准教授）

�　学生懸賞論文の審査結果（所属学科・学年は受賞当時のもの）

〈優秀賞〉

・「能勢ナイキ基地設置計画における天王地区の決断と革新派の影響

―能勢町天王地区は何故土地不売決議を出したのか―」

関口達哉（法律学科３年），池田晴貴（法律学科３年），市口恵介

（政策法学科３年），田中美里（政策法学科３年），金光紘（政策法

記事
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学科３年）

〈佳　作〉

・「医療過誤に対する刑事責任」

松岡亜城（法律学科４年）

・「国際社会からの提言に基づく日本の死刑制度の考察」

山口友視香（法律学科４年）

・「基地反対運動の収束　改進党の動向と内海闘争の連関に着目して」

雨賀真太郎（法律学科３年），佐々岡大喜（法律学科３年），陳麗奈

（政策法学科３年），福井萌水（政策法学科３年），小林竜也（政策

法学科３年）

２．法学部人事について

２０１７年度より法学部専任教員として次の３名の就任を得た。

・中野浩幸教授（租税法）

・的場かおり准教授（西洋法制史）

・吉田真吾専任講師（日本外交）
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通巻号数等について

読者の皆様へ

今号の１８２号という通巻号数に違和感をお感じになられた方は，大変な

ご愛読者でいらっしゃるかと存じます。毎号ご拝読賜り，心より厚く御礼

申し上げます。

今回，通巻号数を修正することと相成りました。前号（６５巻１号）記載

の通巻号数が１７９号となっておりますが，今号（６５巻２号）のそれを１８０号

ではなく，１８２号とさせていただきます。

その経緯については，次頁以降で記しますが，今後は通巻号数の修正が

生じないよう努めてまいりますので，ご理解のほどよろしくお願いいたし

ます。

なお，「６５巻２号」といった巻号数については，原則，変更ございませ

ん（ただし，１９６０年（昭和３５年）前後に発行されたものについては，若干，

ご注意していただきたい点がございますので，後述いたします。）。

なお，弊誌は，紙媒体での刊行もしておりますが，インターネットにお

いて pdf ファイルによる公表も行なっております。下記までアクセスして

いただければ幸いです。

近畿大学学術情報リポジトリ

https://kindai.repo.nii.ac.jp

※「インデックスリスト」の「研究紀要」をクリックすると「近畿大学

法学」のフォルダが現れます。

記事

─　　─３１１



通巻号数の修正等について

１．はじめに

２０１５年（平成２７年）１０月竣工予定と公表されていた法学部新棟�，つま

り，現在の法学部棟であるＣ館の完成は，結局，翌２０１６年（平成２８年）２

月となり�，春休みを移転期間に当て，実質的には同年４月の年度始めか

らの稼動となった。

移転前，１８号館にあった法学部資料室（以下，「旧資料室」という。）に

所蔵していた書籍・雑誌も，Ｃ館に設置された共同研究室・資料室（以下，

「現資料室」という。）へと移されることとなった。そもそも，旧資料室の

所蔵能力が逼迫していたところ，現資料室のそれの増加が強く期待された

が果たせず，ほぼ同等のものとなり，今後も増えることはあっても減るこ

とのない所蔵資料を整理せざるをえない状態となっていた。

そこで，まず，弊誌の整理から始めたところ，重複して所蔵している号

が多数あった一方，所蔵がない号もあるなどの事実が判明し，この機会に

１９５２年（昭和２７年）発行の１号� から現在に至るまで全体を通した調査・

確認を改めて行う必要が出てきた。

その行程の中で表出したものの１つが，通巻号数及び巻号数の件である。

近畿大学法学　第６５巻第２号

─　　─３１２

�　近畿大学 Web サイト「近畿大学東大阪キャンパス整備計画『超近大プロ

ジェクト』始動！」http://www.kindai.ac.jp/topics/２０１４/０７/post-６１７.html。

�　近畿大学法学部 Web サイト「沿革」http://www.kindai.ac.jp/law/about/ 

history.html。

�　当初，紀要名は「法学」であり，１６巻まで使用された。１７巻から「近大法学」

に変更されたが，その理由は，「この名称〔「法学」を指す：引用者注〕は他の

大学においても用いられておること及びその他にも理由があ」ったとのことで

ある（「改題について」１７巻１・２号２２８頁）。さらに，３７巻より現行の「近畿大

学法学」となったが，その理由については特に記載がない。



２．通巻号数について

通巻号数は，１９６４年（昭和３９年）に発行された１３巻１号から表記が開始

された。同号表紙には「通巻３３号」と記されている。

その基礎的資料にされたと思われるのが，「法学（第一巻―第十二巻）

総目次」（１３巻２号６５�８３頁。以下，単に「総目次」という。）である。

総目次では，１
　

 号から通巻号数を割り当て，１２巻３・４号を通巻３２号と

している。初めて通巻号数が表記された１３巻１号を通巻３３号としているの

は，草稿段階の総目次に基づいたものであることに疑いはないであろう。

しかしながら，総目次には２巻別冊が掲載されていないことが判明した。

２巻１号が１９５３年（昭和２８年）７月に，同巻２号が同年１１月に発行され

ているが，別冊は８月に刊行されている（「雑報」２巻３号１２４頁）。この

別冊を通巻号数に加えることにより，その存在を後世に伝える義務が我々

にはあると考える�。

したがって，１３巻１号は，通巻３３号ではなく，通巻３４号とされるべきも

のである。

さらに，１９７１年（昭和４６年）発行の１９巻１号の通巻号数が，前号の１８巻

３・４号と同じ４８号と表記され，本来あるべき通巻号数よりも２号少ない

状態となった�。以降，この点の修正はなされず，現在に至っていること

が判明した。

記事
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�　２巻別冊は，河合常三郎・小野村資文・川崎惠璋の共著による「末子相續と

社會体制」が掲載されている。中央図書館収書・整理課及びレファレンス課に

よる粘り強い調査の結果，専修大学に所蔵があることが判明し，現物確認が可

能となった。

中央図書館及び専修大学の関係者には多大なご協力を賜り，ここに心より感

謝申し上げます。

�　その後，通巻号数の誤記が発見されたときも，１９巻１号が通巻４８号であるこ

とを前提とした修正がなされてきた（６１巻４号と６２巻１号，６３巻２号と同巻３・

４号）。



そこで，前号６５巻１号が通巻１７９号であることからすれば今号は通巻１８０

号となるところ，正しいものに修正すべく，通巻１８２号とすることとした。

３．巻号数について

黎明期ともいえる１巻から９巻までは，１巻における号数が２から４の

間で不確定な状態が続いていたが，１０巻以降は４号をもって１巻とする形

となっている�。

この黎明期においては，巻号数について混乱が見られる。

まず，７
　

 巻５号と８巻１号の現物が確認されたが，両者とも１９５９年（昭

和３４年）７月の同一日に発行され内容も同じである。７
　

 巻はその前年度で

ある１９５８年（昭和３３年）度に発行されているものであり，７
　

 巻５号は誤記

である。おそらく，そのミスが発覚したため，再度，８
　

 巻１号として印刷

したものであろう。７巻５号は，存在しないものとされるべきである。

次に，９
　

 巻１号につき，１９６０年（昭和３５年）３月発行のものと同年６月

発行のものが確認されたが，両者の内容は異なっている一方，前者は８巻

３・４号と内容及び発行日が同一である。したがって，３
　

 月発行のものに

ついては，９
　

 巻１号というのは誤記であって，これは８巻３・４号とされ

るべきものである。こちらも９巻１号として発行してしまったというミス

が発覚したため，再度，８
　

 巻３・４号として印刷したものであろう。６月

発行のものが９巻１号であり，注意が必要である。

さらに，１９６１年（昭和３６年）５月の同一日に発行された９巻３・４号と

１０巻１号が確認されたが，その内容はまったく同じである。発行日からす

れば，１０巻となるべきであり，９
　

 巻３・４号は誤記である。これもミスの

近畿大学法学　第６５巻第２号
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�　唯一の例外が，３６巻であり，２号で１巻となっている。理由については不明

である。



発覚後に再度，１０巻１号として印刷したと思われる。９
　

 巻３・４号は存在

しないとされるべきものである。

４．おわりに

次頁より別表を掲載している。巻号数と正しい通巻号数との対照はこの

表で確認していただきたいとともに，今後は通巻号数及び巻号数に誤記が

生じないよう努めていく所存である。

諏訪野　大

委　員　長

編集委員会

記事
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【別表】

備　　　考
表紙記載
通巻号数

発行年月
正 し い
通巻号数

号巻

―１９５２.１０１１
１

―１９５３.０３２２

―１９５３.０７３１

２
総目次に掲載されず。―１９５３.０８４別冊

―１９５３.１１５２

―１９５４.０２６３

―１９５４.０６７１

３ ―１９５４.０９８２

―１９５５.０２９３

―１９５５.０６１０１
４

近畿大学三十周年記念論文集―１９５６.０３１１２

―１９５６.０６１２１・２

５ ―１９５６.１２１３３

―１９５７.０３１４４

―１９５７.０７１５１

６ ―１９５７.１１１６２・３

―１９５８.０３１７４

―１９５８.０６１８１
７

末包博士還暦記念論文集―１９５９.０２１９２・３・４

７巻５号と誤記されたものあ
り。

―１９５９.０７２０１

８ ―１９５９.１２２１２

９巻１号と誤記されたものあ
り。発行年月に注意。

―１９６０.０３２２３・４

―１９６０.０６２３１
９

―１９６０.１２２４２

９巻３・４号と誤記されたも
のあり。

―１９６１.０５２５１

１０
欧文目次掲載開始。―１９６１.１１２６２

―１９６２.０３２７３・４

―１９６２.１０２８１

１１ ―１９６３.０２２９２

―１９６３.０３３０３・４

―１９６３.０９３１１

１２ ―１９６３.１１３２２

―１９６４.０３３３３・４
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備　　　考
表紙記載
通巻号数

発行年月
正 し い
通巻号数

号巻

３３１９６４.１０３４１

１３ ３４１９６５.０１３５２

３５１９６５.０３３６３・４

３６１９６５.０５３７１・２

１４ ３７１９６５.０９３８３

３８１９６６.０３３９４

３９１９６６.１１４０１・２
１５

４０１９６７.０３４１３・４

４１１９６７.０７４２１

１６ ４２１９６７.０９４３２

４３１９６８.０３４４３・４

「法学」から「近大法学」に改
題。奥付掲載の法学会役員中
に○印の記載による編集委員
表示を開始。

４４１９６９.１０４５１・２
１７

４５１９７０.０１４６３・４

奥付への法学会役員掲載が消
え，編集委員名のみ記載とな
る。

４６１９７０.０５４７１

１８

４７１９７０.１１４８２

近畿大学創立四十五周年記念４８１９７１.０３４９３・４

４８号を繰り返し。本来の通巻
号数との差が２に拡大。

４８１９７１.０９５０１

１９
欧文目次，December １９７１と
誤記。

４９１９７１.１１５１２

５０１９７２.０３５２３

５１１９７２.０５５３４

柿沼末太教授古稀記念号５２１９７２.１２５４１・２
２０

欧文目次，June １９７３と誤記。５３１９７３.０４５５３・４

５４１９７３.１０５６１

２１ ５５１９７４.０１５７２

５６１９７４.０３５８３・４

５７１９７４.０９５９１

２２ ５８１９７４.１２６０２

速水永夫教授喜寿記念論文集５９１９７５.０３６１３・４

６０１９７５.０８６２１

２３ ６１１９７５.１２６３２

６２１９７６.０３６４３・４



近畿大学法学　第６５巻第２号

─　　─３１８

備　　　考
表紙記載
通巻号数

発行年月
正 し い
通巻号数

号巻

６３１９７６.０９６５１

２４ ６４１９７７.０１６６２

和田鶴蔵教授古稀記念論文集６５１９７７.０３６７３・４

黒川修三教授還暦記念論文集６６１９７７.１０６８１

２５
村井藤十郎先生・上野林平先生
喜壽記念論文集

６７１９７８.０１６９２

有田喜十郎教授古稀記念論文集６８１９７８.０３７０３・４

６９１９７８.１０７１１

２６
７０１９７８.１１７２２

７１１９７９.０３７３３

７２１９７９.０３７４４

７３１９７９.０８７５１

２７
７４１９８０.０１７６２

７５１９８０.０２７７３

７６１９８０.０３７８４

７７１９８０.０８７９１

２８
７８１９８０.１２８０２

７９１９８１.０３８１３

８０１９８１.０５８２４

８０１９８１.１１８３１
２９

８１１９８２.０３８４２・３・４

８２１９８３.０１８５１・２
３０

８３１９８３.０３８６３・４

和田鶴蔵博士退任記念号８４１９８３.１２８７１・２・３
３１

８５１９８４.０３８８４

旧 ISSN 番号の掲載開始。８６１９８４.０８８９１
３２

８８１９８５.０５９０２・３・４

８９１９８６.０２９１１・２
３３

９０１９８６.０６９２３・４

９１１９８６.１２９３１・２
３４

９２１９８７.０３９４３・４

故 小野村資文教授追悼号９３１９８７.１０９５１・２
３５

故 小野村資文教授追悼号（続）９４１９８８.０３９６３・４

９５１９８８.０９９７１
３６

９６１９８９.０３９８２

９７１９８９.１２９９１・２３７



記事

─　　─３１９

備　　　考
表紙記載
通巻号数

発行年月
正 し い
通巻号数

号巻

９８１９９０.０３１００３・４３７

近畿大学創立六十五周年記念
論文集９９１９９１.０３１０１１・２・３・４３８

現行 ISSN 番号の掲載開始。

故 中西正安教授・故 奥原唯
弘教授追悼号

１００１９９１.１１１０２１・２
３９

１０１１９９２.０３１０３３・４

１０２１９９２.０７１０４１

４０ １０３１９９２.１２１０５２

１０４１９９３.０３１０６３・４

故 播磨良承教授追悼号１０５１９９３.１２１０７１・２
４１

１０６１９９４.０３１０８３・４

１０７１９９４.０９１０９１

４２ １０８１９９４.１２１１０２

１０９１９９５.０３１１１３・４

１１０１９９５.１１１１２１
４３

１１１１９９６.０３１１３２・３・４

１１２１９９６.１０１１４１

４４ １１３１９９７.０１１１５２

１１４１９９７.０３１１６３・４

１１５１９９７.１１１１７１

４５ １１６１９９８.０１１１８２

若林安雄教授退任記念号１１７１９９８.０３１１９３・４

１１８１９９８.１０１２０１

４６ 故 大原栄一教授追悼号１１９１９９８.１２１２１２・３

１２０１９９９.０３１２２４

１２１１９９９.０９１２３１

４７ １２２１９９９.１２１２４２

雑賀芳三教授退任記念号１２３２０００.０３１２５３・４

１２４２０００.０９１２６１

４８ １２５２０００.１２１２７２

１２６２００１.０３１２８３・４

１２７２００１.０９１２９１

４９
近畿大学法学部創立五〇周年
記念号

１２８２００２.０２１３０２・３

１２９２００２.０３１３１４

１３０２００２.０７１３２１５０



近畿大学法学　第６５巻第２号

─　　─３２０

備　　　考
表紙記載
通巻号数

発行年月
正 し い
通巻号数

号巻

畑博行教授・喜多靖郎教授・
清永敬次教授退任記念号

１３１２００３.０１１３３２・３
５０

１３２２００３.０３１３４４

１３３２００３.０７１３５１

５１
１３４２００３.１１１３６２

古瀬村邦夫教授・西原道雄教
授・本多新平教授・王義郎教
授退任記念号

１３５２００４.０３１３７３・４

１３６２００４.０６１３８１

５２ １３７２００４.０９１３９２

１３８２００５.０３１４０３・４

１３９２００５.０７１４１１

５３ １４０２００５.１１１４２２

高橋貞彦教授退任記念号１４１２００６.０３１４３３・４

１４２２００６.０６１４４１

５４
１４３２００６.０９１４５２

１４４２００６.１２１４６３

１４５２００７.０３１４７４

１４６２００７.０６１４８１

５５
１４７２００７.０９１４９２

１４８２００７.１２１５０３

１４９２００８.０３１５１４

横書き左綴じになる。１５０２００８.０６１５２１

５６
１５１２００８.０９１５３２

１５２２００８.１２１５４３

１５３２００９.０３１５５４

１５４２００９.０６１５６１

５７
１５５２００９.０９１５７２

１５６２００９.１２１５８３

１５７２０１０.０３１５９４

１５８２０１０.０６１６０１

５８
近畿大学法学部創立６０周年記
念号

１５９２０１０.１２１６１２・３

１６０２０１１.０３１６２４

１６１２０１１.０６１６３１

５９ １６２２０１１.１２１６４２・３

１６３２０１２.０３１６５４



記事

─　　─３２１

備　　　考
表紙記載
通巻号数

発行年月
正 し い
通巻号数

号巻

１６４２０１２.０６１６６１

６０ １６５２０１２.１２１６７２

１６６２０１３.０３１６８３・４

１６７２０１３.０６１６９１

６１ 大崎隆彦教授退任記念号１６８２０１３.１２１７０２・３

１６８号後に１６７号としたことを
受けて１７０号に。

１６７２０１４.０３１７１４

１７０２０１４.０７１７２１

６２
１７１２０１４.１２１７３２

石田榮仁郎名誉教授・増田政
章教授・山本正樹名誉教授・
沼田五十六教授退任記念号

１７２２０１５.０３１７４３・４

１７３２０１５.０７１７５１

６３ １７３号を繰り返したことを受
けて，１７５号に。

１７３２０１５.１１１７６２

１７５２０１６.０３１７７３・４

英 文 名 を“KINDAI UNI-
VERSITY LAW REVIEW”
に改題。

１７６２０１６.０７１７８１

６４
１７７２０１６.１１１７９２

１７８２０１７.０３１８０３・４

１７９２０１７.０７１８１１
６５

本号：通巻号数適正化１８２２０１７.１１１８２２



近畿大学法学投稿規程

第１条　近畿大学法学は，近畿大学法学部および法学研究科における研究

または教育の成果を発表する研究紀要である。

第２条　近畿大学法学は年４回発行する。ただし，特別の事情がある場合

は，この限りでない。

第３条　投稿原稿は，未発表のものに限る。ただし，口頭発表の原稿は，

この限りでない。

第４条　投稿原稿の種別は，論説，研究ノート，判例研究・事例研究，翻

訳，書評，資料およびその他編集委員会が適当と認めたものとす

る。

第５条　投稿原稿の掲載の可否は，編集委員会が決定する。

第６条　近畿大学法学に投稿できる者は，以下の各号に掲げる者とする。

１　本学法学部または本学大学院法学研究科の授業を担当する教員。

２　本学大学院法学研究科博士後期課程に在籍する者。ただし，指導教

員の推薦および全体会議の承認を必要とする。

３　編集委員会が妥当であると判断し，全体会議で承認された者。

第７条　近畿大学法学に掲載される原稿の著作権は，著作者に帰属する。

ただし，著作者は，当該原稿に係る複製権，公衆送信権および譲

渡権の許諾を近畿大学法学会に与えるものとする。また，著作者

は，近畿大学法学会が当該原稿の電子化・公開を委託する機関に

対して，公衆送信権および複製権の許諾を与えるものとする。

第８条　近畿大学法学の編集は，編集委員会が担当する。編集に関わる事

項については，上記投稿規程を踏まえ，編集委員会が別に定める。

　附則　本規程は，２０１５年４月１日から施行する。

　投稿・編集に関する問い合わせ先：editor@jus.kindai.ac.jp（編集委員

会宛て）

─　　─３２３
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